
              

湯
梨
浜
で
、

恒
例
の
龍
徳

寺
の
会
で
し

た
が
、
前
年
か

ら
引
き
続
き

出
席
さ
れ
た 

『
前
進 

[

決
定
版]

碧
川
か
た
の
生
涯
』
発
刊
成
る 

 

発
刊
の
こ
と
は
、
日
本
海
新
聞
３
月
１７
日
に
掲
載
、

米
子
で
の
記
念
講
演
会
は
同
紙
４
月
１６
日
、
叉
、
た
つ

の
市
で
の
こ
と
は
神
戸
新
聞
４
月
１３
日
に
記
事
が
出
た

の
で
、
会
報
で
は
省
略
し
ま
す
。 

   

講
演
「
兵
士
目
線
の
戊
辰
戦
争 
因
州
兵
の
弔 

 

い
に
つ
い
て
」 

 

講
師 

伊
藤
康
晴
氏 

戊
辰
戦
争
は
慶
応
４
年
１
月
４
日
、
鳥
羽
伏
見
街
道

で
始
ま
り
、
鎮
圧
の
た
め
、
和
田
壱
岐
率
い
る
東
山
道
軍

は
２
月
１３
日
に
京
都
を
出
発
し
、
３
月
６
日
の
甲
州
勝

沼
戦
争
で
初
め
て
の
戦
死
者
を
出
し
た
。
５
月
２１
日
小

田
原
・
箱
根
戦
争
で
殺
害
さ
れ
た
中
井
範
五
郎
他
合
葬

墓
石
に
は
堀
元
九
郎
が
奉
献
し
た
石
灯
籠
が
添
え
ら
れ

て
い
る
。 

終
結
に
近
い
９
月
、
仙
台
藩
の
要
衝
、
籏
巻
峠
戦
争
で
も

戦
死
者
・
病
死
者
が
出
て
、
相
馬
市
洞
雲
寺
（
曹
洞
宗
）

で
弔
わ
れ
た
。
天
野
祐
治
日
記
に
よ
る
と
、
２０
日
出
立

の
時
、
村
松
（
二
十
歳
）
と
村
尾
は
病
気
な
の
で
残
し

て
行
っ
た
。
１０
月
８
日
に
村
松
儀
、
９
月
２９
日
中
村 

 
 
 
 
 
 

表
大
病
院
に
お
い
て
死 

 
 
 
 
 
 

去
の
知
ら
せ
が
村
尾
清 

 
 
 
 
 
 

吉
よ
り
届
い
た
と
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

 

      

          

 

戦
地
で
埋
葬
さ
れ
、
鳥
取
へ
は
多
く
は
天
徳

寺
（
曹
洞
宗
）
で
祀
ら
れ
て
い
る
。
鳥
取
市
の
護

国
神
社
社
務
所
前
に
近
藤
類
蔵
（
７
月
２６
日
広

野
で
戦
死
）
の
供
養
塔
が
あ
る
。 

か
た
研
究
会
の
最
近
の
話
題
４
つ 

一
、 

１５
歳
で
か
た
を
産
み
、
３０
歳
で
河
原
に
嫁

い
だ
、
実
母
み
ね
の
墓
が
天
理
教
で
あ
る 

こ
と
。
鳥
取
市
西
町
の
冲
田
家
に
い
る
頃

か
ら
な
の
か
？
河
原
で
布
教
活
動
を
し
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

 

一
、 

か
た
に
宛
て
た
前
田
小
太
郎
氏
の
手
紙
が 

た
つ
の
霞
城
館
の
道
夫
寄
贈
の
中
か
ら
出

て
き
た
。
差
出
の
住
所
は
、
鳥
取
市
湯
所
町 

と
あ
る
が
、
現
在
子
孫
の
方
と
連
絡
が
と

れ
な
い
も
の
か
、
探
し
て
い
ま
す
。
前
田
善

積
の
長
男
、
日
露
戦
争
後
大
村
連
隊
大
隊

長
に
な
り
、
大
正
十
二
年
満
期
退
職
し
て

い
る
。
四
男
は
昭
和
六
年
生
れ
の
庸
言
氏
、

五
男
は
同
八
年
生
れ
の
庸
廣
氏
が
い
る
。 

 

一
、 

和
田
家
の
湯
所
下
屋
敷
（
現
在
の
湯
所
サ

ン
マ
ー
ト
周
辺
）
の
土
地
台
帳
を
見
る
と
、

昭
和
九
年
六
月
か
ら
昭
和
十
六
年
七
月
ま

で
前
田
小
太
郎
氏
が
土
地
の
所
有
者
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

一
、 

昭
和
五
十
年
に
手
書
き
で
書
か
れ
た
河
越

太
郎
著
の
『
よ
み
が
え
れ
赤
と
ん
ぼ
の
母
』
。

追
研
究
し
、
復
刻
本
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

みんなで学びひろめよう！ 碧 川 か た  研 究 会 報  第 25号 
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第
２３
回
研
究
会
を
令
和
５
年
７
月
６
日
（
木
）

に
鳥
取
市
や
ま
び
こ
館
で
行
い
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 

 

       相馬市洞雲寺 
 

左：荒井叉蔵の墓 中央：太田清左衛

門・喜多邨文次郎・若邨惣次郎・大森

嘉吉・浜田五郎右衛門の５名合葬 

右：村松幸三郎の墓 

        2000 年伊藤氏撮影 

   同右相馬市洞雲寺 

 

東北大震災（2011 年 3 月）で５名

合葬の墓が倒れ、破損した。 

      2011 年 6 月伊藤氏撮

影 



  
 
 

                 

「
兵
士
目
線
の
戊
辰
戦
争 

因
州
兵
の
弔
い 

に
つ
い
て｣

を
聴
講
し
て 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
本
美
佐
子 

 
 

七
月
六
日
、
鳥
取
市
の
や
ま
び
こ
館
に
て
、
伊
藤
康
晴

学
芸
員
か
ら
戊
辰
戦
争
の
進
軍
先
で
因
州
藩
の
兵
士
が

ど
の
よ
う
に
葬
ら
れ
た
か
を
例
を
挙
げ
て
詳
し
く
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

戊
辰
戦
争
に
つ
い
て
の
知
識
は
ほ
ん
の
教
科
書
程
度

し
か
持
ち
合
わ
せ
て
お
ら
ず
、
実
際
の
戦
死
者
の
こ
と

に
つ
い
て
の
知
識
は
皆
無
で
し
た
。 

 

お
話
で
は
、
因
州
藩
の
戦
死
者
は
約
１
０
０
人
で
、
そ

の
多
く
は
農
民
兵
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
因
州
藩
が
官

軍
側
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
墓
石
や
石
塔
が
建
て
ら
れ
る

な
ど
、
丁
寧
な
埋
葬
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

慶
応
４
年
３
月
６
日
、
甲
州
勝
沼
戦
争
で
戦
死
し
た

木
村
伊
助
は
、
す
ぐ
に
山
梨
県
甲
州
市
の
浄
土
宗
護
念

寺
に
埋
葬
さ
れ
、
金
五
両(

士
族
だ
っ
た
場
合
は
十
両)
の

祠
堂
料
が
納
め
ら
れ
ま
し
た
。
浄
土
宗
の
戒
名
に
み
ら

れ
る｢

忠
誉｣

の
入
っ
た
戒
名
「
寂
心
院
忠
誉
静
現
光
圓

居
士
」
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
鳥
取
市
の
曹
洞
宗
天
徳

寺
に
戒
名
が
送
付
さ
れ
、｢

忠
誉｣

を
抜
い
た
形
で
の
戒

名
が
過
去
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
宇
都
宮
戦
争
、
二
の
丸
銃
撃
戦
で
亡
く
な
っ
た

石
田
仁
三
郎
は
、
隊
長
で
あ
っ
た
天
野
祐
治
に
よ
っ
て

苗
字
が
付
け
ら
れ
農
民
か
ら
徒
士
身
分
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
農
兵
に
は
全
員
苗
字
が

与
え
ら
れ
た
と
い
う
の
は
驚
き
で
し
た
。 

 
 
 

 

こ
の
他
に
も
数
例
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
場

と
な
っ
た
日
本
各
地
の
戦
死
者
の
墓
石
・
石
塔
は
大
切

に
遺
さ
れ
、
語
り
継
が
れ
祀
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

勝
て
ば
官
軍
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
新
政
府

軍
で
あ
れ
旧
幕
府
軍
で
あ
れ
、
ど
ち
ら
も
日
本
の
将
来

を
真
剣
に
考
え
て
の
戦
い
だ
つ
た
こ
と
を
思
う
と
複

雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

碧
川
か
た
の
養
父
堀
元
九

郞
、
和
田
信
美
ら
の
命
を
か

け
た
戦
い
が
確
か
に
あ
っ
た

の
だ
と
実
感
し
た
講
演
会
で

し
た
。 

  

   

酷
暑
の
７
月
２８
日
、
河
越
太
郎
氏
の
長
男
、
村
田
淳

郎
さ
ん
が
息
子
さ
ん
の
ご
家
族
と
５
人
で
鳥
取
に
来

ら
れ
、
お
墓
詣
り
、
菩
提
寺
、
砂
丘
な
ど
み
て
岩
美
町

の
旅
館
に
泊
ま
ら
れ
、
翌
日
は
三
朝
泊
、
米
子
で
帰
ら

れ
ま
し
た
。 

 

四
井
は
岩
美
の
旅
館
に
会
い
に
行
き
、
息
子
さ
ん
・

そ
の
奥
様
・
村
田
さ
ん
に
も
江
戸
時
代
ま
で
の
村
田
家

と
河
越
家
の
こ
と
、
側
用
人
の
黒
田
権
之
助
を
暗
殺
し

た
本
圀
寺
事
件
、
二
十
士
へ
の
仇
討
ち
に
河
越
家
の
親

族
が
い
る
こ
と
な
ど
、
お
話
し
ま
し
た
。 

息
子
さ
ん
は
歴
史
は
嫌
い
で
は
な
い
と
言
わ

れ
、
今
後
も
連
絡
が
取
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

〔
次
回
研
究
会
の
お
知
ら
せ
〕 

★
９
月
に
湯
梨
浜
町
で
研
究
会
を
し
ま
す
。 

 

［
日
時
］
９
月
２０
日
（
水
） 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
～
３
時 

 
 
 
 
 
 
 

１２
時
４５
分
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て 

 
 

い
ま
す
。 

［
会
場
］
湯
梨
浜
町
龍
徳
寺 

 

 

［
テ
ー
マ
］ 

 
 

「
松
崎
陣
屋
建
物
を
考
え
る
」
小
畑
公
寛
氏 

 
 

仮
「
ル
ー
ツ
は
和
田
家
老
？
」
早
田
美
保
氏 

 
 
 

今
回
は
湯
梨
浜
会
員
に
は
案
内
の
は
が 

き
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
会
員
外
の
方
で
、 

ご
参
加
希
望
の
方
は
前
日
ま
で
に
電
話
で 

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

（
０
８
５
７ 

７
３ 

１
０
５
１ 

 
 
 
 
 
 
 

 

会
長
四
井
） 

 たつのとの交流コーナー 
 霞城館とたつのかたの会では「かたの疎開日記」など、少し昔の文字で書かれた読みにくい、かた直筆の日記

を、月 1 回のペースで勉強会をしておられるそうです。そして今年度、かたの日記・和歌などの本を出版される

予定だそうです。 

松本美佐子さん 

河
越
太
郎
氏
の
長
男
、村
田
淳
郎
さ
ん
が
鳥
取
に 

ひ
さ
し
ぶ
り
に
来
ら
れ
ま
し
た
。 


